
ものづくりの学びは
地域の未来を照らす光となる

 商工農が一体となったものづくり、型どおりに作
るのではなく、作って終わるのではなく、消費者に
届けるところまでを教育のフィールドにする 阿南
光高等学校は、地域の未来を想像する力を育てる高
等学校だ。同校は、文化系の部活動も数多く、当日
は、「あこうバンブークラブ」顧問の戸井先生と、
学生さんにお話を聞いた。同クラブは､放置竹林を活
用した商品化等を行う社会課題解決をめざす。「ぽ
てっとライト」「ぶるっとライト」という､倒れたり、
上下に動かすとライトが点灯する商品は、既に各地
域に配られ有事に役立つライトとして評価が高く、
中学校の技術教材としても提供しているという。そ
の他、竹をパウダーにしてお米作りに活用し雑草の
生育を抑えたり、竹の繊維を活用した竹紙を製造す
る等、竹の様々な利用を提案し続けている。校内に
とどまることなく地域の未来をイメージし、多くの
企業さんや生産者さんとのリアルなつながりでもの
づくりができる同校の学生さんがうらやましいほど
だ。阿南市を中心に校外のマルシェにもよく出店さ
れているらしく、また会いにマルシェを訪れたい。

Profile

徳島県立阿南光高等学校
徳島県南部の専門教育を担う学校として、平成30年4月に阿南工業高校と新野高校
を発展的に再編統合して開校した県立高等学校。徳島県初となる農工商が一体化
した専門教育を行う。


